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宮崎市土砂等による土地の埋立て等に関する技術基準
　　　宮崎市土砂等による土地の埋立て等に関する指導要綱第５条第２項に基づく技術基準を下記のとおり定める。
	区　分
	基　　準

	Ⅰ　排水施設
	土地の埋立て等に起因する排水を放流する排水施設については、当該区域及び周辺の土地の地形、地盤、地質、土地利用形態等を勘案して、集水施設の規模及び構造を計画することにより、当該区域周辺及び下流域への溢水等による災害を発生しないように講じられていること。

	Ⅱ　切　土
	　のり面の勾配は、のり面等の土質、のり高、気象等に応じて適切に設置し、崩壊及び流出防止を考慮した安全なものであること。

	Ⅲ　盛　土
	　のり面の勾配は、盛土等の材料、のり高、地形、気象及び盛土をするもとの地盤等の形状を考慮して設置し、崩壊及び流出防止を考慮した安全なものであること。
特に、盛土の安定性に多大な影響を及ぼす軟弱地盤等の場合は、軟弱地盤対策等による安定性の検討をすること。

	Ⅳ　擁　壁
	　切土又は盛土において、安定とされる別途定められたのり面勾配を超え、安定性を確保できない場合は、擁壁の設置及びのり面の崩壊の防止の措置が適切に講じられていること。

	Ⅴ　のり面
	　切土又は盛土において、擁壁で覆わない場合には、風化、浸食を抑制するために、のり面保護の措置が適切に講じられていること。


備考　上記の措置に関する具体的な基準は別に定めるものを参考とする。
Ⅰ 排水施設
　１ 排水施設の計画

　（１）排水施設の管渠の勾配及び断面積は、１０年に１回の確率で想定される降雨強度値以上の強度値を用いて算定した計画雨水量を有効に排出することができるように定めなければならない。

　（２）排水施設の計画に当たっては、開発区域及びその周辺の地形、土地利用を充分勘案して集水

　　　区域を決定し、開発によって開発区域及びその周辺の区域に溢水等の被害を生じないよう、排

　　　水施設等の規模構造及び能力を決定するものとする。

　（３）計画雨水量は、開発区域の規模、地形、周辺の状況等により算定するが、一般に下記の式を

　　　標準とする。


Q = 　   C ・ I ・ A （合理式）
Ｑ： 計画雨水量(㎥/sec)　　Ｉ：降雨強度(㎜/hr)

Ｃ： 流出係数 　　　　 　　Ａ：排水面積(ha)　 


I=　　   　 （タルボット式）　　 ※　河川改修工事については、別途河川管理者

　　　　　 と協議すること。

ａ：(定数)　ｂ：(定数)　ｔ：流達時間（min）　　

t＝t1＋t2
ｔ1：流入時間（min）　　ｔ2：流下時間（min）　　

t2= 　　  　
　　　　　　 　Ｌ：流路の延長（ｍ）

　　　　　　 　Ｖ：管渠の流速（ｍ）

C =Σ Ci Ai /Σ Ai
C ：平均流出係数 　　　  Ci： 地形の流出係数   

Ai：地形の面積 　　　　　ｍ： 地形の種類の数   

?流入時間（ｔ1 ）

	人口密度が大きい地区
	　　５分
	幹　　線
	　　　　５　　分

	人口密度が小さい地区
	　１０分
	枝　　線
	　　　７～１０分

	平　　均
	　　７分
	
	


※　流出係数(Ｃ)は、下記に示す値を標準とする。なお、土地利用形態が単一でない場合は、形

　　態毎の加重平均で算出する。

工種別基礎流出係数（Ｃ）

	工 種 別
	流出係数
	工 種 別
	流出係数

	屋　　　　根
	０．９０
	間　　　　地
	０．２０

	道　　　　路
	０．８５
	芝樹木の多い公園？
	０．２１

	その他の不透面
	０．８０
	勾配の緩やかな山地
	０．３０

	水　　　　面
	１．００
	勾配の急な山地？？
	０．５０


用途別総合流出係数(Ｃ)

	敷地内の間地が非常に少ない商業地や類似の住宅地
	０．８０

	浸透面の野外作業所などの間地を若干もつ工場地域や、庭が若干ある住宅地域
	０．６５

	住宅公団団地などの中層住宅団地や１戸建て住宅の多い地域
	０．５０

	庭園を多くもつ高級住宅地域や畑地などが割合い残る郊外地域
	０．３５

	ゴルフ場等、裸地がなく大部分が芝地の地域
	０．５以上


（４）雨水の地下浸透施設の設置
　　　　造成区域の地形及び地質の状況に応じて、雨水の流出抑制に加え、地下水涵養、河川低水

　　　流量の保全等のための地下浸透施設を積極的に取り入れるよう努めること。なお、設置に当

　　　　たっては、「宅地開発に伴い設置される浸透施設等設置技術指針」(平成１０年建設省建設経

　　　　済局宅地課民間宅地指導室発行）を参照すること。
２ 管渠断面の決定

（１）管渠の断面積は、円形管にあっては満流、コンクリート三面張（部分的なＢＯＸ等の横断暗

　　　　渠を含む｡）にあってはその断面の８０％以下で計画流量を流しうる断面とする。

（２）管渠流量の計算は、次式（マニング式）を標準とする。
Ｑ ＝ Ａ・Ｖ

Ｖ ＝ 　 ・Ｒ２／３ ・Ｉ１／２
　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｑ：流量　　　　　　（ ㎥/sec ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ：流水の断面積　　（ ㎡ ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ：流速　　　　　　（ m/sec ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ｎ：粗度係数

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｒ：径深            （ ｍ ）   ( Ｒ＝Ａ／Ｐ )

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ：流水の潤辺長    （ ｍ ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ：勾配

（３）粗度係数は、次のとおりとする。

　　　　　　　硬質塩化ビニール管　　　　　　　　　　　　　　０.０１０

　　　　　　　鉄筋コンクリートヒューム管などの２次製品　　　０.０１３

　　　　　　　現場打ちコンクリート　　　　　　　　　　　　　０.０１５

　　　　　　　石積等２面張　　　　　　　　　　　　　　　　　０.０２５

　　　　　　　石積２面積＋現場打ち底盤コンクリート　　　　　０.０２０

Ⅱ　切土
１　切土のり面の勾配
（１）切土のり面の勾配は、のり高、のり面の土質等に応じて適切に設定するものとし、次表に示すものとする。
　表　切土のり面の勾配
	　　　　　　　　　のり高

のり面の土質
	1 Ｈ≦５ｍ

（がけの上端からの垂直距離）
	②　　　Ｈ＞５ｍ
（がけの上端からの垂直距離）

	軟岩
（風化の著しいものは除く）
	80度（約1：0.2）以下
	60度（約1：0.6）以下

	風化の著しい岩
	50度（約1：0.9）以下
	40度（約1：1.2）以下

	砂利、まさ土、関東ローム、硬質粘土、その他これらに類するもの
	45度（1：1.0）以下
	35度（約1：1.5）以下


２　切土のり面の形状
　　（１）切土のり面の形状には、土質により単一勾配及び勾配を変化させたのり面があるが、のり面の土質状況を十分に勘案し、適切な形状とすること。　　
　　（２）のり高の大きい切土のり面では、のり高５ｍ程度ごとに幅１～２ｍの小段設けること。
図　切土における小段の設置例

　　　　　
Ⅲ　盛土
　１　盛土の施工
　（１）盛土をする場合においては、盛土をした後の地盤に雨水その他の地表水又は地下水の浸透による緩み、沈下、崩壊又は滑りが生じないように、おおむね３０ｃｍ以下の厚さの層に分けて土を盛り、かつ、その層の土を盛るごとに、これをローラー等を用いて締め固めること。
　（２）著しく傾斜している土地において盛土をする場合においては、盛土をする前の地盤と盛土とが接する面が滑り面とならないように段切りその他の措置を講ずること。
　

　２　盛土のり面の勾配
　（１）盛土のり面の勾配は、のり面、盛土材料の種類等に応じて適切に設定し、原則として３０度以下とする。なお、次のような場合には、盛土のり面の安定性の検討を十分に行った上で勾配を決定する必要がある。
　　　　①のり高が特に大きい場合

　　　　②盛土が地山からの湧水の影響を受けやすい場合

　　　　③盛土箇所の原地盤が不安定な場合
　　　　④盛土が崩壊すると隣接物に重大な影響を与えるおそれがある場合

　　　　⑤腹付け盛土となる場合
　　　　　表　盛土材料及び盛土高に対する標準のり面勾配

	盛土材料
	盛土高（ｍ）
	勾　配
	摘　要

	粒度のよい砂礫及び細粒分混じり礫
	５ｍ以下
	1：1.5～1：1.8
	・基礎地盤の支持力が十分にあり、浸水の影響のない盛土に適用する。
・標準のり面勾配の範囲外の場合は安定計算を行う。



	
	５～１５ｍ
	1：1.8～1：2.0
	

	粒度の悪い砂
	１０ｍ以下
	1：1.8～1：2.0
	

	岩塊
	１０ｍ以下
	1：1.5～1：1.8
	

	
	１０～２０ｍ
	1：1.8～1：2.0
	

	砂質土、硬い粘質土
	５ｍ以下
	1：1.5～1：1.8
	

	
	５～１０ｍ
	1：1.8～1：2.0
	

	火山灰質粘性土
	５ｍ以下
	1：1.8～1：2.0
	


３　盛土のり面の形状

　　（１）盛土のり面の形状は、気象、地盤条件、盛土材料、盛土の安定性、施工性、経済性、維持管理等を考慮して合理的に設計するものとする。
　　（２）のり面が小さい場合には、のり面の勾配を単一とし、のり高が大きい場合には、のり高５ｍ程度ごとに幅１～２ｍの小段を設けるものとする。また、この場合、２つの小段にはさまれた部分は単一勾配とし、それぞれの小段上面の排水勾配は下段ののりと反対方向に下り勾配をつけて施工すること。
図　盛土における小段の設置例

Ⅳ　擁壁
　１　崖の保護

（１）切土及び盛土において、安定とされる定められたのり面勾配を超える崖が生じた場合には、崖面の崩落を防ぐために、原則としてその崖面を擁壁で覆わなければならない。

（２）擁壁の選定に当たっては、設置箇所の自然条件、施工条件、周辺の状況等を十分調査するとともに、関係する技術基準を考慮し、擁壁に求められる安全性を確保できるものを選定しなければならない。　　　　　　　　　　
　
Ⅴ　のり面
　　１　のり面の保護

　　（１）切土及び盛土に伴って生じる崖面を擁壁で覆わない場合には、その崖面が風化、浸食等により不安定化するのを抑制するために、のり面緑化工又は構造物によるのり面保護工で崖面を保護すものとする。
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小段：Ｗ＝1～2ｍ
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